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666 

718 

2，810 

世帯数

人口 2，368 
(S. 45. 10.国謂)

613 

2，260 

男子 1，143 

女 子 1， "7 
(S. 50. 10.国調)

(S .53. 8月 l日現)
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河辺村人口動態

世帯数

ロ人

椎
茸
ホ
ダ
付
率
の
向
上
を
め
ざ
し

ホ
ダ
場
診
断
を
実
施

橋

武

夫

わ
が
村
の
機
鷲
供
産
は
、
昭
和
問
卜
で
す
が
、
通
風
不
良
な
伏
込
場
所
で
は
使
用
者
が
約
半
数
あ

D
な
が
ら
傑
地
伏

年
頃
か
ら
畑
中
々
一
嫡
加
の
一
途
を
た
ど
っ
総
生
の
官
庁
菌
(
ト
リ
コ
ヂ
凡
マ
)
の
発
せ
が
少
な
く
、
休
内
伏
せ
に
集
中
L
て

て
い
去
し
た
が
、
こ
こ
数
年
よ
う
や
く
生
が
特
に
多
く
自
に
つ
き
ま
し
た
。
い
る
こ
乞
で
す
。

安
定
L
た

感

じ

で

す

。

叉

、

昨

年

と

防

柏

町

L
て
生
産
者
の
出
自
給
版
木
山
用
者
は
傑
地
伏
せ
に
L

L

に
だ
L
、
照
木
不
足
に
よ
る
他
町
村
山
怖
も
良
く
、
椴
茸
絞
屠
に
取

υ組
む
姿
て
欲
し
い
も
の
で
十
。
「
河
辺
村
会
休

か
ら
の
購
入
は
恨
産
原
木
の
高
騰
を
招
勢
が
充
分
に
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。
で
み
る
士
購
入
政
木
七

c
i八
の
%
)

き
、
経
常
は
き
わ
め
て
附
難
な
現
状
で
伏
込
状
況
を
去
と
め
て
み
る
'
P
1

又
、
週
間
作
業
も
約
半
分
の
生
産
者
L

十

。

巡

回

例

所

数

1
八
十
一
二
年
所
か
行
っ
て
い
な
い
羽
状
で
す
。

ホ
グ
付
率
の
同
上
の
た
め
に
は
、
夏
奉
加
人
民

1
二
リ
ニ
名
』
い
れ
で
は
良
い
機
資
ホ
グ
木
は
で
き

場
山
椎
茸
ホ
ダ
場
の
符
庖
が
特
に
犬
切
使
用
開
木
1
く
ぬ
木
問
八
旬
、
な
ら
三
ま
せ
ん
。

で
す
o

-

J

句
、
そ
の
他
三

d
。
河
辺
村
に
お
い
て
今
後
、
準
認
終
結

こ
の
た
びJ

、
き
の
こ
セ
、
J
H
γ
l
及
び
、
林
内
伏
せ
1
九

4

一
・
八
ro

で
引
き
一
時
れ
る
終
居
者
に
な
る
に
は
、

熊
森
浦
且
属
尊
民
に
よ
る

H

ホ
ダ
揚
診
断
h

附
陣
地
伏
せ
i
じ
・
一
一
句
今
ま
で
の
「
採
る
惟
茸
段
屠
」
か
ら
宇

が
行
わ
れ
ま

L
た
の
で
、
診
断
結
県
を
購
1

へ同町木
1
バ
い
れ
・
問
%
を
入
れ
て
「
作
る
惟
苛
椛
倍
」
に
切
り

お
知
ら
せ
い
だ
L
去

十

。

自

給

照

木

l
問
問
・
ペ
勾
符
え
な
け
れ
ば
、
ま
ず
照
明
拙
だ
と
思
い

こ
れ
は
、
小
口
生
産
者
名
休
で
溜
雨
明
作
ま
す
。

今
年
の
梅
雨
ば
雨
量
も
例
俸
の
半
分
業
を
行
「
て
い
る
人
が
間
八
・
一
旬
以
そ
の
た
め
に
は
、
同
よ
い
ホ
ダ
木
作

以
下
と
少
な
く
吋
容
菌
の
発
生
も
幌
微
上
で
あ

υ、
こ
れ
串
}
み
る
と
今
自
給
開
木
り
。
同
ホ
ダ
場
に
合
っ
た
品
種
の
選
定

j

b

乙
け
ほ
ど
河
辺
勺
と
め
る
」
七
い
nJ倒
的
で
、
以
伐
関

付
公
民
館
は
、
収
書
館
が
側
外
事
幾
士
L
て
収

υく
ん
で

な
問
書
館
か
ん
巡
い
る
も
の
で
す
。

回
芝
山
叩
即
山
本
駄
山
下
構
一
一
凶
の
泌
闘
で
は
一
ニ
ペ
ハ

F

川
会
の

場
と
L
て
析
官
串
-
図
書
守
際

υ受
け
、
待
グ
ル
ー
プ
一
レ
ヘ

也
け
、
去
る
じ
門
小
山
山
誘
愉
会
、
川
附
の
内
ぱ
グ
ル
l

卜
-
川
に
初
日

7
、
河
辺
小
P
T
A、
阪
本
小
P
T
A、

国
山

H

い
上
じ
け
勾
北
平
小

P
T
A
・
…
川
辺
巾
P
T
A
}
配

が
巡
回
t
、
地

4

山

本

L
て
制
使
、
貸
出
L
守
一
開
納
L
て
い

り
説
脅
ゲ
札
!
づ
去
す
。

代
一
一
配
属
刊
が
山
山
仰
す
支
附
の
分
加
は
何
岬
r
・
自
然
科
岬
r
・

る
中
で
閃
者
削
H
H
a
i
川
下
・
ト
ヘ
血
坑
セ
ヤ
・
小
学
引
用
立
川
:

よ
り
文
山
叩
幽
司
勺
式
絵
本
か
ら
な
っ
て
お

υ、
備
さ
ん
の
仰

が
お
ニ
な
わ
れ
者
側
mAT待
っ
て
い
を
す
の

し

た

ひ

な

お

、

今

俺

こ

の

之

山

叩

AT身
辺
に
お

ニ
れ
は
「
間
帯
い
て
附
川
L
た
い
ト
り
は
、
|
人
向
山
山
ゲ

他
殺
に
忠
告
れ
な
止

1
7
を
作

υ公
民
館
ぺ
迎
w
問
い
た
だ

い
地
域
に
対

L
什

く

L

ぜ
、
-
ゲ
ル
1
7
山

lυ約
間
十
川
料

品
則
市
で
巡
回
を
お
唆

ω図
需
品
中
お
手
・
出
に
聞
け
脅
す
の
で
、

こ
な
い
地
域
の
抑
制
品
川
崎
吉
山
方
は
気
が
る
に
申
込
み
〈
だ

蔀
活
動
の
旧
制
闘
に
さ
い
。

森
林
組
合
長

'./てわカゐ昭和53年 8月20日発行)
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裸

地
伏
込
み

ザ『治

高

、いよじ号がやって来た、
一県立図書館の移動文庫ー

あ
窓
涯
の
戸
イ
デ
イ
戸

l
募

集

l

始開

|

け

l
H山
付
以
巡
励
会
今
よ

υ俗

川崎

L
い
内
内
に
す
る
た
め
、
丸
な
苧
ん
ペ
リ

-nH『削
一
3
f干
f
7
T
Kー
り
人
れ
た
7

口
ど
り

回

ム
ι
T
J
J
.

、
υた
い
と
思
い
告
す

H

4
0
参
加
す
る
人
も
見
物
す
る
人
も
お
も

開
し
ろ
い
種
目
奇
お
待
ち
し
て
い
ま

カ

す

。

号
出
応
募
方
法

じ

口

内

容

1
州
円
ー
リ
附
誠
九

T
Bい
て
送

ょ

コ

ト

P
M
・-‘

判

。

宛

先

1
川
川
一
川
一
公
民
川
山

。
〆
切
1
ポ
九
九
け

.
l
H
U位

。
謝
礼

1
m
mヨ
せ
て
い
た
だ
い
だ

・
↑
け
に
は
削
川
守
政
一
時
ぃ
L
去

す。

L"，~"' 
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(2) 第 46サ

あ

す

の

農

作

業

栗
回
闘
の
土
づ
く
り
と

省
力
化
の
た
め
に

ー
イ
タ
リ
ア
ン
草
生
栽
培
を

i

<< 
壌
国
土
墳
が
浅
く
て
や
せ
地

ωと
こ

ろ
で
は
樹
ば
抱
命
で
す
。
ニ
山
点
、
他

り
川
明
樹
に
閣
を
み
な
い
特
微
と
い
え
杢

寸。

L
か
L
、
四
%
に
は
契
り
町
山
的

背
民
L
J
n
開
府
的
な
阿
か
ら
、
他
山
mk
樹

り
よ
う
に
帆
ヴ
ウ
や
深
川
に
よ
る
士
同
制

改
良
守
L
て
い
な
い
の
が
実
態
で
す
。

耐
用
は
士
が
深
く
、
思
決
な
上
仰
が
悩

寸
る
か
ら
と
い
っ
て
准
mM肥
の
阿
世
『
へ
、

深
川
刊
を
今
さ
ら
岬
び
か
け
て
も
、
こ
の

ご
時
制
で
は
叶
て
は
安

υま
せ
ん
が
、

士
叶

:υ
七
省
力
化
ι
中
一
ね
ら
い
士
し
て

f
ク
リ
ア
ン
一
寸
イ
ケ
弓
ス
に
よ
る
州
早
川

同
情
に
つ
い
て
絹
什
L
卒、

L
主
ヨ
。

一
、
イ
タ
リ
ア
ン
の
特
性

年
引
の
宋
本
科
陥
物
で
、
冬
か
ら

初
夏
け
例
料
作
物
E
Lて
山
同
居
さ
れ
て

い
る
も
り
で
、
ヘ
け
に
回
開
，

rよ
υ発作
T

L
て
、
-
リ
頃
か
ら
六
月
に
急
速
に
繁

茂

L
仁
り
に
は
仙
吃
L
去
す
。

わか

市
川
ナ
~
は
約

a

川、

τな
υ、
恨
川
七
地

下
約
一
川
に
速
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。

m
m
U慣
も
に
ィ
、
、
生
で
に
凡
1
ペ
ー

は
陥
れ
る
と
い
う
ニ
ー
と
で
、
恨
の
垣
間
U

L
ほ
ぽ
等
し
い
と
い
う
ニ
L
J
か
内
、
侃

円
一
寸
に
悦
門
M
L
去
十
七
約
問
医
円
弓
ぞ

川M
X
L
Lた
引
山
内
引
に
な
る
わ
け
で
す
o

二
、
イ
タ
リ
ア
ン
草
生
の
特
長

山
良
市
を
閉
山
川
L
て
収
院
が
対
局
。

叩
ヘ
円
安
で
の
倍
叫

υが
不
要
。

叩
地
下
深
，
、
ヰ
ム
で
肥
灰
ぼ
う
敷
に
な

る。

=
一
、
は
種
盤
及
び
は
種
時
期

ば
回
忌
十
ア
l
北
町

υ↑

-11
一川崎

は

mw期
ヘ

1
札
円
巾
旬

関
内
け
市
刈
後
に
ぱ
間
四
L
去
す
が
、

土
地
が
位
制
し
て
る
間
芝
門
施
甜
A
Lな

い
二
ム
ポ
ホ

υ半
、
寸
け
で
、
乾
燥
し

て
い
る
附
ば
降
雨
小
に
開
f
を
ま
く

か
、
同
川
雨
山
判
的
山
後
に
は
関
す
る
士

vG一ヘ

い
て
述
べ
表
し
た
が
、
筆
者
の
将
験
か
快
躍
の
ハ
ロ
メ
ー
タ
ー
士
な

υ、
上
手

九
州
儲

-
1‘
-
年
は
山
県
色
か
ら
ほ
て
や
に
市
中

L

純
情
市
行
う
な
ら
ば
、
自
力
化
、

や
不
安
で
十
が
、
土
は
肥
唱
え
佐
一
門
も
収
地

η附
進
、

1
底
力
向
上
に
役
以
つ
も

鼠
も
除
々
に
山
土
寸
る
よ
う
に
思
い
安
の
と
筒
じ
を
す
。

す
O

十
八
、
洲
一
山
策
必
良
川
及
所

告
だ
、

f
ク

リ

ア

ン

の

出

来

川

向

は

小

只

事

訓

a
o
-
O
色
。

-
O
卒
。

-
O
島
も
ら
、
令
‘
・

6
6
h
v
O也
a
'
z
ら
も
'
ヨ
令
E

も
を
も
寄
令

檀
倒
の
納
濠
盆
お
ど
り

巴
ぎ
わ
う

八
円
卜
h
川
、
判
例
ω
h
Mお
ど

υ六

サ
ー
ビ
ス
と
信
頼
が
が
出
T

へυし
て
も
ら
っ
て
貯
余
や
保
険
、
り
告
す
よ
」
え
「
最
近
は
貸
出
L
恥
十
街
パ
ソ
資
み
辺
川
町
山
に
人
る
ニ
と
に
な

第

一

送

金

な

い

が

お

お

い

に

利

用

L
て
い
た
だ
る
よ
う
に
な
勺
て
進
ザ
ロ

l
、
穴
住
築
る
の

川
辺
町
市
)
片
山
ね
た
き
穴
い
」
士
切
り
出
さ
れ
だ
n

一

ロ

l
L払
で
き
る
上
う
に
な

υ全
L
た
全
国
だ
か
』
り
膨
た
な
資
金
で
、
こ
の

町

内

国

間

心

力

、

/

/

¥

貯

金

は

日

歩

、

年

複

利

が

、

開

聞

が

余

υ
般
に
川
ら
れ
て
い
資
金
は
諮
局
、
常
代
伸
一
地
集
会
一

、

川

υウ
け
る
じ
円
ト
同
公
「
刊
は
よ
く
低
利
ー

τい
わ
れ
去
な
い
の
で
希
望
者
ば
M
Uに
よ
(
相
談
所
、
水
道
刷
設
特
に
資
金
問
一
応
{
村
一

回
一
旬
だ
っ
た
。
窓
ば
聞
す
が
、
聞
け
川
か
山
山
L
州
け
ま
で

L
て
欲
L
と
と
の
こ
と
だ
っ
た
い
理
-
三
一
れ
て
い
る
口
μ
寸
よ
守
、
一

脚
司
一
町
吹
さ
れ
川
闘
が
爽
や
け
惨
で
引
川
町
、
午
が
ポ
マ
全
信
利
…
刑
事
、
、
送
金
は
電
報
替
為
で
わ
れ
わ
れ
れ
川
氏
、

ι出兵
L
2け
て
い
一

¥
J
か
に
ほ
ぼ
市
一
な
で
て
門
刊
さ
れ
肉
利
也

υで
よ
¥
向
ば
れ
宇
九
日
・
卓
八
設
は
活
報

m
A日
午
る
L
J
似

る

と

り

τ

J
だ

っ

だ

。

一

い

!

'

い

く

。

よ

」

し

も

時

間

後

に

印

、

、

L
か
L
、
定
行
り
川
電
一
績
が
金
村
ダ
イ
ヤ
ル
化
一

一
隅
目
的
然
ん
じ
だ
机
山
町
民
「
附
令
に
ふ
わ
問
削
が
号
、
附
ゥ
、
で
笠
け
取
ら
な
け
れ
げ
な
一
り
な
い
川
一
ヘ
リ
・
十
今
川

1
ほ
川
か
ら
、
一

-
L
h川
崎
配
圏
、
静
か
な
努
川
定
樹
、
川
通
山
中
、
聞
け
ス
、
れ
山
将
山
取
り
郡
山
町
は
悶
い
山
山
一
だ
め
に
品
川
け
た
政
川
辺
、
北
平
川
内
山
山
川
が
M
y
fヤ
比
一

て
ゴ
時

B
気
で
杯
日
(
利
引
問
、
山
汚
山
主
-
P
¥
で
票
日
刊
サ
l
ピ
ヴ
、
関
で
じ
注
目
式
に
な
、
新
わ
ん
品
川
一
品
川
に
一

一

審

重

量

夫

氏

一

に

主

に

削

υ手
か
九
日
れ
に
よ
:
裂
L

出

穴

、

た

だ

L
、

川

河

川

に

見

わ

ず

川

守

二

れ

る

。

一

一
品
品
ャ
一
守
山
げ
る
し
ミ
い
と
て
も
ら
い
允
い
」
と
o
余
閉
山
代
小
に
円
通
U
M
問
に
川
公
か
-
へ
れ
し
た

υ寸
る
1
t
n
市
外
局
番
や
電
話
番
号
が
変
わ
る
一

一zp
d

も
隠
や
か
な

nM州
で
か
か
わ

m

り
ず
聞
け
る
附
に
川
設
が
必
裂
刊
は
期
間
江
号
、
も
に
な
い
。
の
で
、
相
手
の
番
号
を
よ
く
確
か
め
一

一
陣
醐
U

「

邸

側

刊

は

お

公

勺

だ

。

急

が

な

い

送

徐

に

は

小

川

門

川

、

収

作

て

均

一

一

j

吸

う

所

で

す

か

ら

、

震

は

領

、

貯

金

送

金

は

相

談

で

汚

宗

左

京

品

主

刈

い

と

ま

局

番

。

O
八
九
一
一
三
九
一

一

信

州

L
d
サ

ー

ビ

ス

が

町

長

「

保

険

料

金

で

も

ペ

ヤ

リ

、

一

山

こ

と

。

一

市

内

局

番

な

し

一

一

箱

、

号

、

人

々

2
2し
め
て
払
う
と
訓
引
き

j
l
i
h
-
-郎

1
1
1
j
r加
入
一
t
j
1
全

部

四

;

」

浩
司
が
よ
い
よ
う
で
十
ハ

回
、
肥
料

咽
市
川
肥
料
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